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研修A
「文化間移動をする高校生の日本語指導」



３ 介護士を目指す場合（就職をめざす）

3-1 介護士の仕事とは

高齢や障害によって日常生活に支障がある人に、その人らしい生
活を継続できるように支援をすること。

介護サービスを受ける利用者がどのような生活がしたいか、一人
一人が個人として尊重されること（個人の尊厳）、また、利用者
が自立した生活を支援する仕事である（自立支援）。

介護を受ける人（＝利用者）のできないことを代わりに全部するのではなく、
利用者の意向に沿って、残存機能を活かした生活できるよう支える仕事

せんもんしょく

専門職



3-2 職場におけるコミュニケーションの
相手と場面
相手例 場面例

利用者 各介助場面での声がけ、雑談

利用者の家族 利用者についての電話連絡
来訪の際の対応

職員 利用者に関する申し送り・介護記録書き、
会議への参加
事故報告書等の作成

看護師・医師 利用者の体調等の報告や、指示を受ける

聞く/話す/
読む/書く

聞く/
話す

聞く/
話す



『介護の日本語』p46,48 

『介護の日本語』p46,48 

『介護の日本語』p46,48 



『介護の日本語』p4 

『介護の日本語』p4



↓ 聞いて、適切な漢字語彙を選べるかのクイズ

←ことば・意味
使い方（一緒に使う言
葉）の確認

※テキストに沿ったもの



記録例をもとに、語彙を増やす、言い方を学ぶ。



3-3 授業の展開例 - プログラムDとして
テーマ：介護士のキャリア

プロジェクト：介護で利用する自助具や介護時のコミュニケー
ションの仕方等に関する事前学習をした後、介護施設を訪問し従
事者にインタューを行い、その社会的な意義や従事者の感じるや
りがいについて報告書を作成し、クラスメイトに配布する。

目標：介護の仕事は「個人の尊厳」「生活の自立」に基づいて、利用
者の意向に沿って必要な支援を考え、行うものであること、そし
て、さまざまな立場の人とコミュニケーションをとりながらチー
ムでケアにあたる仕事であることを知り、仕事についての理解を
深める。

時間目安：5時間



ユニット（5時間）の計画（全体像）
時間 内容面の目標 タスク

１ 1 介護における自立支援・個人の
尊厳について理解する。

１）食事介助で使用する食器や住宅の工夫について必要な理由、
使用するメリット等を考える。
２）介護に関する動画を見て、自立支援の考え方を理解する。

１ 2 利用者と介護士の会話から介護
士としてふさわしい対応の仕方や、
介護時のコミュニケーションの仕
方の基本を理解する。

１）２つの会話（A・B)を比べ、どちらが介護士の対応として適当
か、理由も含めて考える。
２）介護士のコミュニケーションの３要素を読み、A・Bの会話に
どのような要素が含まれているか考える。

１ 3 利用者の状況に関する介護記録
の読み取りや申し送り活動の経験
を通して、チームとして適切なケ
アをするためにはメンバー間で利
用者情報を共有することが重要で
あることを理解する。

０）宿題として記録で使用される語彙リストの意味を調べてくる。
１）記録を読み、書かれている内容について共有し、申し送りの
時、共有した方が良い内容について、理由も含めて考える。
２）申し送りを疑似的に行ってみる。

２ 4 介護士へのインタビューを通し
て、やりがいや社会的役割等の点
から、介護という職業についての
理解を深める。

１）介護士をゲストスピーカーとして招き、1日のスケジュールや、
仕事内容、やりがいなどを聞いたり、質問をする。
２）インタビューを通じて理解した、ゲストのやりがいや、介護
の仕事の社会的な役割について、報告書を書いて発表する。



ユニット（5時間）の計画 …言語面の目標
時間 内容面の目標 日本語の目標

１ 1 介護における自立支援・個人の
尊厳について理解する。

介護用食器や自助具、介護向けの設備の工夫に関する語彙と「自
立支援」「個人の尊厳」という介護の理念を示す表現を知り、介
護用補助具の必要性やメリットについて自分の考えを話すことが
できる。

１ 2 利用者と介護士の会話から介護
士としてふさわしい対応の仕方や、
介護時のコミュニケーションの仕
方の基本を理解する。

介護時のコミュニケーションに求められる3要素を表す「傾聴」
「受容」「共感」という語を知り、示された会話例をこれらの視
点から評価し話すことができる。また、介護場面での会話として、
具体的な会話を行うことができる。

１ 3 利用者の状況に関する介護記録
の読み取りや申し送り活動の経験
を通して、チームとして適切なケ
アをするためにはメンバー間で利
用者情報を共有することが重要で
あることを理解する。

介護記録で用いる用語の意味を自力で調べ、用語・記録の内容を
理解することができる。
記録から抽出した重要な内容を、「申し送り」として事実とそこ
から想定されるケアの内容を区別して口頭で伝えることができる。

２ 4 介護士へのインタビューを通し
て、やりがいや社会的役割等の点
から、介護という職業についての
理解を深める。

これまで学んだ語彙や表現を利用して、介護士のゲストスピー
カーに1日のスケジュール、ケアの内容、やりがいについて尋ねる
ことができ、それを所定の様式を利用して報告書にまとめること
ができる。



3-４ 授業の展開例①
–1時間目のタスク１について

目標１ 介護における自立支援・個人の尊厳について理解する。

タスク１）食事介助で使用する食器や住宅の工夫について必要な

理由、使用するメリット等を考える。

活動流れ：
①食事介助で使用する食器を見て、生徒自身が使用するものとの

違い、どのような人が使うかについて話し合う。
➁食事介助用の食器の名称を知り、その使用のメリットについて

話し合う。「～ので、～(する)時に安定します」等の表現で
③住宅の工夫の絵を見ながら、なぜ、その工夫が必要かを話し合

う。「～になっているため、～がスムーズにできる」「～がある
と/ないと、～が不自由な人にとっては、～が困難だ」等の表現で



タスク１）で
利用する絵１

『介護の日本語』より



タスク１）で利用する絵２



3-４授業の展開例➁ 2時間目の流れ

目標２ 利用者と介護士の会話から介護士としてふさわしい対応

の仕方や、介護時のコミュニケーションの仕方の基本を理解

する。

タスク

１）２つの会話（A・B)を比べ、どちらが介護士の対応として適当

か、理由も含めて考える。

２）介護士のコミュニケーションの３要素を読み、A・Bの会話に

どのような要素が含まれているか考える。



生徒になったつもりで、
2時間目の活動を

体験してみてください。



会話A
『介護福祉スタッフのためのケ
ア・コミュニケーション』p70

加藤さんが、介護施設のリハビリルームに
来ました。スタッフと話をしています。
まず、聞いてください。よくわからないと
ころは質問してくださいね。

『介護福祉スタッフのためのケア・コミュニケーション』p70



会話B
『介護福祉スタッフのためのケ
ア・コミュニケーション』p71

加藤さんは、会話Aでも、会話Bでもリハビリ
をしないで帰ってしまいましたが、加藤さんは、
これから、リハビリを続けるでしょうか？
会話A・B、どちらのコミュニケーションが良
いと思いますか。なぜですか。

『介護福祉スタッフのためのケア・コミュニケーション』p70



コミュニケーションで大切なポイント

「傾聴」…相手を理解しようという気持ち・態度で話を聞くこと。

「受容」…相手を否定しないで、そのまま受け入れること。

「共感」…相手の立場で、その気持ちを理解するlこと。



会話B
『介護福祉スタッフのためのケア・コミュニケーション』p71

傾聴

受容
介護士として加藤さんに
なんと言うか、考えてみ
ましょう。

『介護福祉スタッフのためのケア・コミュニケーション』p70



A. 加藤さん、リハビリはやっても意味がないということですか。

B.    加藤さん、何か心配なことがありますか？
お話しを聞かせてください。

C.    加藤さん、今日はお会いできてよかったです。
リハビリはまた今度にしましょうか。

『介護福祉スタッフのためのケア・コミュニケーション』p70



利用者への声掛けの基本

１）ゆっくり、はっきりと相手に聞こえるように話かける。

２）相手の名前を呼ぶ。

３）相手の顔を見て、表情を確認しながら話す。

４）せかさない。

非言語コミュニ
ケーションも
大事な情報！

うなずき、表情、
目線の位置、ア
イコンタクト、
声の大きさや
トーンなど

介護スタッフとして、利用者に、どのように
声をかけるのがよいと思いますか。



ワーク体験（うなづき・あいづち・非言
語コミュニケーション）

A

B

❌うなづき
❌あいづち
❌相手を見ない
❌無表情

⭕️うなづき
⭕️あいづち
⭕️相手を見る
⭕️表情あり



3-４ 授業の展開例③ –3時間目のワーク
シート
目標３ 利用者の状況について、記録を読み、読み取った内容か
ら、利用者のケアにあたるチームメンバーに共有しておくと良い
ものを申し送りをし、情報共有できる。（１時間）

タスク

０）宿題として記録で使用される語彙リストの意味を調べてくる。

１）記録を読み、書かれている内容について共有する。

２）申し送りの時、共有した方が良い内容について、理由も含め
て考える。

３）２）の内容を申し送りする会話を作る。



記録例

黄色・・専門語彙（意味調べを
宿題にしておく）

赤色・・記録で使用すると良い
言い方

～に聞くと、～と言われた。
～とのことだった。
～と、～た。



申し送りの表現例

これから申し送りを始め
ます。
◯号室の佐藤さんですが、
食事の量が減ってきてい
ます。不調の訴えはあり
ませんが、数日続いたら、
看護師に報告するように
してください。
また、右頬部の擦り傷に
ついては、ご家族に連絡
してあります。
以上です。



3-４ 授業の展開例➃ インタビュー活動
目標４ 介護士へのインタビューを通して、やりがいや社会的役割

等の点から、介護という職業についての理解を深める。

日本語の目標：これまで学んだ語彙や表現を利用して、介護士の
ゲストスピーカーに1日のスケジュール、ケアの内容、やり
がいについて尋ねることができ、それを所定の様式を利用し
て報告書にまとめることができる。

タスク
１）介護士をゲストスピーカーとして招き、1日のスケジュー

ルや、仕事内容、やりがいなどを聞いたり、質問をする。
２）インタビューを通じて理解した、ゲストのやりがいや、

介護の仕事の社会的な役割について、報告書を書いて発表する。


